
＊＊＊３年生の有志が心理学検定にチャレンジしました＊＊＊ 

 授業において教育心理学の知識を整理して学んでいる学生たちが，心理学検定にチャレンジしました。 

 受験するときには，授業担当者の指定で「臨床」と「統計・測定」の科目は必須として受験してもらいました。

特に統計・測定は苦手と感じる人が多いので，学生たちにとってはなかなかチャレンジングだったと思います。 

 結果として，受験した7名全員が2級（3科目合格）もしくは1級（5科目合格）を得ることできました。 

 単に合格するだけではなく，ある程度のよい成績ということも意識して受験してもらいましたが，統計・測定

は 7 名全員が受験者偏差値 60 を超えて合格するなど，授業等で苦労して学んだことが少しずつ実になっている

のかなと感じました。 

 今後もこのように積極的に学ぶ学生たちの入学を期待しています。 

 

 

＜合格者の声＞ 

 

 私は心理学検定の勉強を通して，大学の授業で得た学びを定着させ深めると共に，幅広い心理学の知識を新た

に吸収することができました。勉強も一人で黙々とするのも楽しかったけど，わからない問題を友達と一緒に悩

み・考え，時には先生に助けを求めて，諦めずに勉強したことはもっと楽しかったです。みんなで助け合いなが

ら検定合格を目指してコツコツ勉強していた時間は，大変でも充実した，眩しい夏の思い出となりました。〔栃木

県立矢板東高等学校出身〕 

 

検定に向けての勉強は，一人ではできなかったと思います。毎週みんなで集まりわからないところを教えても

らうことで，苦手な部分もなんとか克服することができました。みんながわかっているところが私だけわからな

い時もあり，私だけ不合格になってしまうのではないかと不安でしたが，何度も問題を解いたことで無事合格す

ることができました。どうせだめだからと諦めずに勉強をし続けて良かったと思います。〔栃木県立大田原女子高

等学校出身〕 

 

心理学検定に向けて勉強していく中で，自分がこれまで教育心理分野で学んできたことをもう一度思い出し，

再度知識を入れたり学び直したりすることができたのではないかと感じています。きっと，自分一人で勉強して

いたら怠けたり不安になったりしたと思うのですが，授業や自主的な勉強会で度々仲間と顔を合わせて勉強した

ことで，適度な緊張感を持ちながら勉強を続け，合格することもできました。勉強の内容についてはもちろんで

すが，仲間がいることの心強さ，一緒に勉強することで得られる刺激なども学ぶことができたのではないかなと

思います。〔栃木県立小山高等学校出身〕 

 

私は心理学検定の勉強を通して，仲間と協力しながら主体的に学ぶことが大切だと感じられました。時にはや

る気が出せず，テキストを開けなかったり，テキスト1ページを理解するのに1時間かかってしまったりするな

ど，思うように学習が進まず，焦ることもありましたが，仲間たちとわからないところを教え合い，励まし合う

ことで「合格に向けて頑張ろう」と思うことができました。また，主体的に学んでいくうちに表面的な理解で止

まっていた知識が自分の中に定着していく過程を楽しめるようになりました。心理学検定一級合格という形で約

4ヶ月間の努力が実った時には本当に嬉しかったです。今回の学びで身についた知識や仲間と努力した経験を今

後も大切にしていきたいと思います。〔栃木県立真岡女子高等学校出身〕 

 


